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田中議員 (碓丼 )

田 中 日 本 明 議 員
今後の財政見通しと実施計画について

間.当初財政見通しを基本に策定
された実施計画は見直すべきだ

答。今、行政改革実施計画を検lrしてぉり、デ

イ|き続き実施する必要がある

質
　
〈‐‐
併
当
初
か
ら
財
政

状
況
は
厳
し
く
、
課
題
は

今
な
お
山
積
し
て
い
る
。

当
時
の
経
済
情
勢
や
国

の
制
度
を
前
提
に
策
定
し

た
財
政
健
全
化
計
画
を
も

と
に
、
行
政
改
革
実
施
計

画
を
策
定
し
て
い
る
が
、市

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
も

た
ら
さ
な
い
と
Ｔ
つ
約
束

で
合
併
し
た
経
過
か
ら
す

る
と
、
市
民
に
影
響
を
与

え
る
よ
う
な
改
槙
は
見
――――‥

す
必
要
が
あ
る
の
で
は
．

廣
方
企
画
財
政
部
長

平
成
１９
年
度
決
算
と
財

政
健
全
化
計
画
を
比
較
す

る
と
金
額
的
に
か
な
り
の

問
き
が
生
し
て
い
る
。

平
成

１９
年
度
決
算
は
、

新
型
交
付
税
―ｌｉｌｌ
度
の
創
設

等
に
よ
る
交
付
税
関
係
の

形
響
で
結
果
的
に
黒
字
決

算
と
な
っ
た
が
、〈
Ｈ
併
優
過

措
置
の
期
限
■
か
ら
判
断

す
る
と
、
平
成

２７
年
度
を

境
に
地
方
交
付
税
の
減
少

が
見
込
ま
れ
る
．

現
在
、
一何
政
改
革
実
施

計
画
を
検
証
し
て
お
り
、

引
き
続
き
行
政
改
槙
を
実

施
す
る
必
要
が
あ
る
．

質
　
国
政
に
お
い
て
も
地

方
向
治
体
の
現
状
を
把
握

し
、
施
策
の
方
向
転
換
が

図
ら
れ
て
お
り
、本
市
の
今

後
の
財
政
状
況
も
変
わ
っ

て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

将
来
の
財
政
見
通
し
と

実
施
計
画
の
関
連
は
。

企
画
財
政
部
長
　
地
方
の

税
収
の
価
在
性
を
足
正
す

る
た
め
の
地
方
再
生
対
策

債
は

一
時
的
な
も
の
で
あ

り
、
国

地
方
の
財
政
赤
字

は
大
き
く
、
ｌｌｉ‐
の
構
造
改

■
の
中
に
は
、地
方
交
付

籠
改
■
が
大
き
な
柱
で
あ

り
、
長
期
的
な
見
通
し
で

は
減
額
傾
向
に
な
る
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
．

質
　
地
方
交
付
税
は
本
市

の
主
た
る
財
源
で
あ
る
が
、

今
後
の
国
の
施
策

に
よ

っ

て
は
交
付
税
額
に
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
が
、
ど
の
様
に
対
応
し
て

い
く
の
か
．

中
嶋
財
政
課
長
　
地
方
財

政
計

―――――
を
重
視
し
、
予
算

編
成
を
図
コ
に
い
る
の
で
、

国
の
情
勢
に
注
意
を
払
い

対
応
し
て
い
き
た
い
．

要
望
　
全
体
的
に
施
策
の

実
施
等
を
十
分
精
０
し
、

財
政
健
全
化
計
画
や
行
政

改
革
実
施
計
画
の
見
直
し

を
図
っ
て
も
ら
い
た
い
。

質
　
一尚
齢
者
の
交
通
事
故

防

―１１
の
観
点
か
ら
、
交
通

安
全
対
策
の
強
化
を
目
指

し
て
道
路
交
通
法
が
本
年

６
月
１
日
に
改
正
さ
れ
た
。

人
ノ
国
の
改
正
は
、■
の
後

部
圧
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

清
川
義
務
化
と
と
も
に
、

７５
歳
以
上
の
運
転
者
に
「も

み
じ
マ
ー
ク
一の
表

小
義
務

付
け
な
ど
、
増
え
続
け
る

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
父

通
事
故
防
止
へ
の
収
り
組

み
が
大
き
な
課
題
と
な

っ

て
い
る
。

高
齢
者
ド

ラ
イ
バ
ー
の

事
故
件
数
は
増
加
の

一
途

を
た
ど

コ

Ｌ
お
り

１０
年
前

の
２
■
５
倍

に
な

っ
て
い
る

が
、
本
市
の
品
齢
者
の
交
通

事
故
の
実
態
は
．

松
本
総
務
課
長
　
本
市

に

お
け
る
交
通
■
故
の
発
生

状

況

は

、
平

成

１３
年

の

３
６
１
件
を
■
■
と
し
て
、

‐７
年
か
７９
う
一％
、
８
年
か

錮
３
％

‐ヽ９
年
か
和
％
と

減
少
傾
向
に
あ
る
．

い
茂
以
Ｌ
で
は
、
平
成

‐３
年
の
電
件
を
基
準
と
し

に́
‐ヽ７
年
か
９３

４
％
、厖
年

に
は
１
０
１

３
％
、
‐９
年

に
は
１
１
１

８
％
と
若
ｒ

増
加
傾
向
に
あ
る
．

質
　
一品
齢
イ
ト
ラ
イ
バ
ー

に
対
す
る
事
故
防

ｌｌｉ
の
収

り
組
み
は
．

総
務
課
長
　
」父
辿
安
全
協

会
や
」猛
徳
自
動
中
学
校
に

依
頼

し
、
６５
茂
以
卜
の
高

齢
者
を
対
象
と
し
た
は
断

の
方
法
や
実
際
に
Ｌ
を
迎

転

し
て

，
ｉｌ
ｌｌｌｌ‐
す
る
な
ど
、

実
践
型
の
交
通
教
育
を
年

２
‐――‐
実
施
し
て
い
る
．

質
　
社
団
法
人
の
日
本
自

動
車

ｌｉ
業
会
が
交
通
安
全

プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
開
催

す

る

「
い
き

い
き
運
転
講

座
」
は
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報

交
換
や
会
話
が
で
き
、健
康

増
進
に
も

つ
な
が
る
と
聞

く
が
、本
市
で
も
実
施
し
て

は
ど
う
か
。

総
務
課
長
　
と
人
ク
ラ
ブ

の
入ム
／、日
年
■
の
際
に
、
―――
，――‐―
講

座
と
し
て
交
通
安
全
指
導

が
実
施
さ
れ
て
い
る
．

松
岡
市
長
　
．尚
齢
者
η
父

通
安
全
に
つ
い
て
＝
策
を

出
じ
る
こ
と
は
■
■
に
重

要
だ
と
ィ
え
て
い
る
．

請
習
会
や
交
通
安
全
教

室
も
開
催
し
て
い
る
の
で
、

高
齢
者
に
対
す
る
＝
知
徹

底
を
図
り
、交
通
¨
故
の
な

い
明
る
い
嘉
嘔
」巾
の
創
造

に
努
め
た
い

田 上 孝 樹 議 員
交通安全対策について

間.高齢者ドラク ―ゞのより
ll果的な事故防止策について

答.交通事故のない明るい
嘉麻市の倉I造に努めたい

櫛
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質

　

一巾
内

小

中

学

校

の

全
国
学
カ
テ
ス
ト
の
結
果

は
、
昨
年
に
引
き
続
き
筑

■
教
育
事
務
所
管
内
に
お

い
て
全
科
＝
と
も
平
均
正

答
率
を
下
回
コ
Ｌ
い
る
。

平
成
２‐
年
全
国
学
カ
テ

ス
ト
で
同
じ
道
を
た
ど
る

よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、

嘉
麻
市
の
教
育
に
対
し
て

山
々
し
き
問
題
で
あ
る
。

学
力
向
■
対
策
は
，

佐
竹
学
校
教
育
課
長

こ
指
摘
の
と
お
り
大
変

厳
し
い
状
況
で
あ
る
．

現
在
、
小
中
学
校
４
校

を
学
力
推
進
校
に
指
定
す

る
と
共
に
、
」巾

内
１７
校
を

拠

点

校

と

し

て
位

置

づ

け
、
児
童
生
徒
の
学
力
向

上
に
関
す
る
基
本
方
針
を

立
て
具
体
的

効
果
的
な

推
進
ブ

ラ
ン
の
策
定
を
図

り
、
順
次
計

画
を
進
め
て

い
る
。

質

　

市

内

小

中

学

校

の

学
力
水
準
を
高
め
る
た
め

に
は
、
低
所
得
家
庭
層
の

教
育
環
境
を
整
え
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
一一
習
援

助
を
行
う
べ
き
で
あ
る
．

放

課
後

、
■

＝
曜

Ｈ

■
を
生
か
し
た
学
習
の
■

進

、
学
童
保
台
所

に
お
け

る
学
習
機
能
の
活
用
等
を

図
り
、
学
力
水
準
の
底
■

げ
を
急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。

実
践
へ
向
け
た
決
意
は
．

松
岡
市
長
　
低
所
得
家
庭

へ
の
学

習
支
援

、
教
育
改

■
は
、
教
育
委
員
会
と
ト

分
迎
批
を
図
り
、
決
意
を

も
ア

Ｌ
推
し
進
め
て
い
く
．

決
算
の
状
況
に
つ
い
て

質

　

平
成

１９
年

度

決

算

で
、
５
億
１
千
万
円
程
度

の
黒
字
と
な
っ
た
■
な
要

因
は
．

中

嶋

財

政

課

長

　

一腎
颯

数

が

６６
名

か

ら

２６
名

に

減

っ
た
こ
と
等
に
よ
る
１

億
３
９
０
０
万
円
の
議
員

報
酬
■
の
減
額
、
市
職
員

力
４
７
３
名
か
ら
４
５
０

名
に
減
少
し
た
こ
と
に
よ

る
３
億
３
０
０
０
万
円
の

人
件
費
の
柿
減
、
公
債
費

の
減
少
、
そ
し
て
普
通
交

付
税
が
こ
れ
ま
で
よ
り
も

増
額
と
な

っ
た
こ
と
等
で

一め
る
．

質
　
」巾
は
、
〈
Ｈ
併
当
初
か

ら
財
政
が
非
常
に
危
機
的

状
況
に
あ
る
こ
と
を
訴
え

て
き
た
が
、
現
時
点
の
財

政
状
況
は
．

廣
方
企
画
財
政
部
長

行

政

改

■

を

進

め

る

効
果
と
し
て
は
、
非
常

に

よ
い
傾
向

に
向
か
っ
て
い

る
と
判
断
し
て
い
る
。

豊 ― 馬 議 員
市内小中学校の学力向上対策について

間口嘉麻市小中学校学力水準の
大幅引き上げを!|

答.決意をもつて、教育改革を
推し進める。 豊 議員 (山田)

田 淵 千 恵 子 議 員
男女共同参画社会の推進について

間.嘉麻市男女共同参画社会
推進乗

"Iの

制定は

答.自治基本条例制定に並行して、
実現に向けて努力する

質
　
本
市
に
お
け
る
男
女

共
同
参
画
社
会
基
本
計
画

の
実
施
状
況
は
．

大
里
企
画
調
整
課
長

平
成
１９
年
度
に
実
施
計

画
を
策
定
し
、
ロカ
女
共
同

参

―――――
の
推
進
に
向
け
、講
演

会

開

催

時

の
託

児

所

設

声
、男
女
の
意
識
改

‐―――‥
の
研

修
、
推
進
団
体
へ
の
――――
助
企

支
援
、
各
戸
へ
の
啓
発
バ
ン

フ
レ
ッ
ト
等
の
配
布
を
実

施
し
て
い
る
．

質
　
男
女
共
同
参
画
推
進

係
の
職
員
配
置
が
１
名
で

は
推
進
が
困
難
で
は
．

栞
野
総
務
部
長
　
職
員
定

員
迪
正
化
計

―――――
上
、
職
員

―
名
に
削
減
し
た
が
、実
施

計
画
の
推
進
管
理
等

に
つ

い
て
は
、課
全
体
や
他
の
行

政
委
員
会
と
も
協
同
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
．

質
　
行
政
の
政
策

方
針

決
定
の
段
階
で
、女
性
の
関

与
度
を
見
る
指
標
の
　
つ

で
あ
る
各
標
審
議
会
へ
の

女
性
今
川
の
実
態
は
。

坂
国
人
事
課
長
　
本
市
の

女
性
登
川
率
は
、
目
指
す

“
％
に
は
辻
し
て
い
な
い

が
、
県
内
１４
位
の
２６

２
％

で
あ
る

４
審
議
会
に
女
性

登
川
は
な
い
が

Ｌ
な
理
由

は
選
出

‐――
の
あ
て
職
関
係

と
思
わ
れ
る
．

意
見
　
本
市
の
女
性
管
理

職
登
用
を
．

松
岡
市
長
　
登
川
さ
れ
る

側
や
、家
庭
の
理
解
を
始
め

と
す
る
社
会
の
男
女
共
同

参
画
に
対
す
る
意
識
改
革

が
必
要
で
あ
る
．

就
任
以
来
、
女
性
竹

理

職
を
育
て
る
思
い
は
あ
り
、

ま
た
、
管
理
職
の
対
象
者

い
る
が
、
ス
テ
ッ
フ
を
路
ん

で
き
て
い
な
い
等
の
理
由

か
ら
、
現
在
は
登
用
者
が
い

な
い
．

質
　
行
動
計
画
を
推
進
す

る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

企
画
調
整
課
長
　
第
二
者

に
よ
る
評
価
は
行
政
評
―――――

制
度
に
基
づ
き
実
施
す
る
．

職
員
の
意
識
調
査
は
現

在
訓
合
検

ｉｌ、１
中
で
あ
る
．

ア
ン
ケ
ー
ト
は
満
演
等

へ
の
参
加
者
に
対
し
、
内
容

を
充
実
す
る
意
味
で
実
施

し
て
い
る
が
、市
民
全
体
に

は
実
施
し
て
い
な
い
。

質
　
男
女
共
同
参
画
推
進

基
本
条
例
制
定
は
．

市
長
　
白
治
基
本
条
例
制

定
と
の
関
連
の
中
で
、卜
分

情
査
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
．
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エ

‐や
一
筆
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一

♂

岩 永 利 勝 議 員
環境浄化微生物の進l■状況について

間.えひめAIの
取り組みは

答.今後十分に活用したい

質

　

６
月

議

会

の
質

問

で
、
環
境
微
生
物

「え
ひ
め

Ａ
Ｉ
，
１

２
」
で
河
川
の

水
質
改
善
に
取
り
組
ん
で

み
て
は
ど
う
か
と
要
望
し

た
と
こ
ろ
、
試
作
す

る
と

の
答
弁
だ

っ
た
が
、
そ
の

後
の
進
捗
状
況
は
，

田
中

環
境

課

長

　

試

作

し
た
結
果
、
忠
史
、
カ
ビ
、

ぬ
め
り
な
ど
に
効
果
が
確

認

で
き
た
．
住
民
の
方
で

関
心
が
あ
り
試
作
さ
れ
た

方
も
お
ら
れ
、
油
汚
れ
も

岩永議員 (稲築 )

落
ち
る
な
ど
の
話
ち
問
い

て
い
る
．

ま
た
、
環
境
課

で
先
進

地
の
■
媛
県

魁
北
町
に
訓

合

に
行

っ
た

と

こ
ろ
、
年

――‐‐
６０
ト
ン
の
え
ひ
め
Ａ
Ｉ

を
製
造

し
、
――――
内

の
各

所

に
タ

ン
ク
を

設

置

し
て
、

町
民

一１
２

０
０
０
人
Ｉ
」

無
＝
で
提
供
し
て
い
る
‥

取

り
組

み
の
き

っ
か
け

と
し
て
は

、
鬼

北

町
は

四

万
卜
川
の
上
流
に
位
置
し

て
お

り

、
町

そ
の
も

の
が

川
を
汚
染
し
な
い
よ
う
に

す
る
事
を
目
的
と
し
て
始

め
て
い
る
．

ま
た
、
えヽ
ひ
め
Ａ
Ｉ
‐―

の
製
造
方
法

は
、
企
業
秘

密

で
教
え
る
■
が
で
き
な

い
，
あ

こ
と

だ

が
、
効

果

は
１
も
２
も
変
わ

ら
な

い

レ
あ

¨
だ

．

質

　

Ａ

ｌ
‐
２
の
方

は
家

庭

で
簡

単

に
作
れ

、
す

で

に
住
民
の
方
、
ま
た
議
員
、

職

員
も

作

コ

に
使

用

し
、

効

果
が
あ

る
と
言

コ
ヽ
い

る
の
で
、
た

だ
ち

に
行

政

を
挙
げ
て
汗
及
に
取
り
組

ん
で
み
て
は
ど
う
か
。

環

境

課

長

　

実

施

す

る

に
は
最
低
限
の
設
備
、
一

定
―‐ｔ
の
製
造
、
経
費
も
必

要
な
の
で
、
財
政
当
＝
と

も

協

議

し
前

向

き

に
検

‐
ｉ、１
す
る
．

質
　
， 巾
長
の
考
え
は
，

市
長
　
江迅
賀
川
の
■
流
に

―――
ん
で
い
る
私
た
ち
に
と

っ
て
は

、
環
境

に
や
さ
し

い
川
づ
く
り
と

‐ｉ
う
意
味

で
も
、
こ
れ
を
活
用

し
て

い
く

■

は
非

常

に
重

要

だ
．
財
政
担
当
も
や
る
気

―――‐‐‐
々
な
の
一、

各
支

所

に

タ
ン
ク
な
ど
配
置
し
、
住

民
の
方

に
は
ベ
ッ
ト
ボ
ト

ル
で
持

っ
て
帰
れ
る
よ
う

に
す
る
な
ど

〈
′
後
、
広
報

誌
な
ど
に
掲
載
し
卜
分
活

か
せ
る
よ
う
に
考
え
て
い

き
た
い
．

遠賀川 (嘉穂地区)

伸 一 議 員
機構の再編について

藤
鋼

質
　
平
成
１９
年
度
の
各
支

所
に
お
け
る
総
合
窓

目
課

で
の
取
り
扱
い
件
数
は
。

白
石
市
民
課
長
　
稲
築
庁

含
３
万
件
、
山

田
庁
含
ｌ

万
５
５
０
０
件
、
雌
丼
庁
含

Ｉ
万
４
５
０
０
件
、
嘉
徳
庁

含
１
万
４
千
件

で
、
制
合

で
は
稲
築
庁
合

が
４
制
、

残

り

の
庁

含

が
２
制

と

な
コ
Ｌ
い
る
．

質
　
一巾
民
に
密
接
に
関
係

す
る

一
次
窓
日
業
務
の
見

卍ロロ窓口業務の見直しは、市民サービスの

II便
1性を配慮すべき

答.行財政改革特別委員会の
中Q検討がなされる

直

し
に
つ
い
て
は
、
」巾
民

サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
に
■

分
配
慮
し
、
利
川
状
況
を

重
視
し
て
、
給
合
窓

Ｈ
課

の
中
枢
部
分
は
稲
築
庁
合

に
設
出
す
る
べ
き
と
考
え

る
が
，

坂
口
人
事
課
長
　
行
財
政

改

革

特

別

委

員

会

の
中

（、
庁
含
増
改
築
検
――、―
ャ

前
調
査
委
託
業
務
と
合
わ

せ
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い

く
も
の
と
と
え
て
い
る
．

松
岡
市
長
　
一市
民
の
窓
日

利
用
頻
度
な
ど
を
配
慮
し

´́て
い
′
、

今
後
の
■
要
な
ポ
イ
ン

ト
は

職
員
が
出
向
い
て
い

く
こ
と
と
考
え
て
い
る
．

５
歳
児
健
診
に
つ
い
て

質
　
一十
習
障
が
い
や
注
意

欠
陥
、
多
動
性
障
が
い
な

ど
は
、
集
団
生
活
を
経
験

す
る
幼
児
期
以
降
に
症
状

が
表
れ
、
３
歳
児
健
診

で

は
こ
れ
ら
の
発
達
障
が
い

を
発
見
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
た
め
、
早
期
発
見

早
期
治
旅
の
観
点
か
ら
５

歳
児
健
診
を
実
施
し
て
は

ど
う
か
。

中
村
健
康
課
長
　
健
診
全

体
の
中
で
実
施
に
向
け
前

向
き
に
検

‐
―、１
す
る
．

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
に

つ
い
て

質
　
本
市
に
お
け
る
温
暖

化
防
止
の
取
り
組
み
は
．

田
中
環
境
課
長
　
バ
イ
オ

デ
イ
ー
ゼ
ル
の
活
用

庁
含

内
の
空
調
設
備
の
――‐‐
ｉ
度
訓

■
、
昼
休
み
の
一
部
消
灯
、

古
紙
―‐‐―
収
な
ど
へ
の
仙
助

交
付
支
援
、
一
」
み
処

理
機

の
購
入
仙
助
支
援
な
ど
を

行
コ
に
い
る
．

質
　
環
境
省
は
今
回
の
法

改
正
に
よ
り
、
地
球
温
暖

化
防
■
法
に
基
づ
く
実
行

計
画
の
策
定
を
全
て
の
自

治
体
に
義
務
付
け
て
い
る

が
、本
市
の
策
定
状
況
は
．

環
境
課
長
　
来
年
度
の
で

き
る
だ
け
早
い
時
期
に
計

―――――
策
定
に
向
け
検

ｌｉ、―
し
た

い
と
考
え
て
い
る
．

稲築庁書窓□
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中 村 春 夫 議 員
窓口業務について

間 . 籍謄本等の

付請求は

答.正当な権利に基づいた場合
などは、委任状は必要ない

戸

交

質
　
一Ｐ
籍
謄
本
等
の
交
付

を
請
求
す
る
時
に
、
本
人

以
外

や
郵

送

で
請

求

が

あ
っ
た
場
合
の
対
応
は
。

白
石
市
民
課
長
　
本
人
以

外
の
請
求
は
、
４
心
口
で
の

請
求
と
同
じ
く
本
人
の
委

任
状
が
必
要
で
あ
る
．

た
だ
し
、
正
当
な
権
利

に
基
づ
く
請
求
や
法
律
に

基
づ
く
弁
護
士
に
よ
る
請

求
の
場
合
、
本
人
の
委
任

状
は
必
要
な
い
．

正
当
な
権
利
に
基
づ
く

場
合
と
は
、
例
え
ば
金
銭

の
貸
借
関
係
が
あ
っ
た
時

に
、
借

り
ら
れ
て
い
る
方

が
亡
く
な
っ
た
場
合
な
ど

で
あ
る
．

質
　
昨
年
Ｈ
月
の
事
例
は
。

市
民
課
長
　
こ
の
Ｉ
例
は

連
帯
保
証
人
の
関
係
で
あ

り
、
契
約
古

の
写
し
な
ど

の
必
要
書
類
が
↑
て
揃

っ

て
い
た
の
で
、本
人
の
委
任

状
な
し
で
戸
籍
謄
本
を
交

付
し
て
い
る
．

産

業

廃

棄

物

問

題

に

つ

い
て
質
　
百
々
谷
産
業
廃
棄
物

処
分
場
の
超
過
埋
め
立
て

ご
み
の
搬
出
経
過
は
。

田
中
環
境
課
長
　
県
は
新

た

に
業
者

に
対

し
て
、
最

終
撤
去
期
限
を
平
成
２‐
年

５
月

２
Ｈ
ま

で
と

変

更

し
、
そ
の
間

６０
Ｈ
こ
と

に

超
過
量
３
万
８
０
０
０
耐

の

４

分

の

１

で

あ

る

９
５
０
０
耐
を
撤
去
す
る

よ

う

通

知

す

る
と

と
も

に
、
撤
去
計
画
書
を
提
出

す
る
よ
う
に
求
め
て
い
る
．

質
　
能
，

畑
の
産
業
廃
棄

物
処
分
場
の
現
状
は
。

環
境
課
長
　
今
の
と
こ
ろ

特
段
の
異
常
は
な
い
。

」巾
の
喘
視
員
に
よ
る
立

ち
入
り
調
査
を
９
月
か
ら

再
開
す
る
．

質
　
能
，

畑
の
不
法
投
棄

ご
み
撤
去
の
進
展
は
。

環
境
課
長
　
一７
月
末
に
市

長
が
県
に
対
し
て
、
焼
却

灰
、
廃
タ
イ
ヤ
の
企
而
撤

去
を
強
く
要
請
し
た
が
、

あ
く
ま
で
業
者
の
責
任
で

撤
去
す
べ
き
と
の
回
答
で

あ
っ
た
．
な
お
、
現
在
水
質

検
査
に
■
常
は
認
め
ら
れ

て
い
な
い
。

ま
た

一
方
で
、
こ
の
業
者

に
対

す

る
融

資

の
関

係

で
、
県
は
裁
判
所
に
業
者

所
有
土
地
の
競
売
中
し
立

て
を
行
い
、
競
売

が
決
定

さ
れ
て
い
る
の
で
、競
売
情

報

の
収
集

に
努
め
、
〈／
後

注
視
し
て
い
き
た
い
．

中村議員 (山田)

嶋 田 尋 美 議 員
嘉麻市第 1回秋まつりのPTR催について

間口秋まつりの

開催内容は

答.具体的には9月 25日に
決定される

質
　
平
成
１９
年
度
は
、各
旧

市
町
４
地
区
で
秋
ま
つ
り
が

行
わ
れ
予
算
合
計
が
７
６
９

万
９
千
円
で
あ
っ
た
が
、
〈
ワ

年
初
め
て
の
嘉
麻
市
秋
ま
つ

り
の
予
算
は
．

石
堂
商
工
観
光
課
長
　
全

体
的
な
予
算
は
実
行
委
員

会
で
決
定
さ
れ
る
が
、予
算

総
額
で
５
４
１
万
９
千
円
の

見
込
み
で
あ
る
．

質
　
秋
ま
つ
り
実
行
委
員

会
の
構
成
は
。

商
工
観
光
課
長
　
総
務
部

会
２‐
名
、企
画
部
会
１９
名
の

計
４０
名
で
ぁ
る
．

質
　
秋
ま
つ
り
の
名
称
を

募
集
し
て
い
る
が
ど
う
害

査
す
る
の
か
。

商
工
観
光
課
長
　
「市
報
嘉

麻
８
月
号
卜
」掲
載
、各
庁
合

に
募
集
箱
設
置
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

も
受
付
を
行
な
っ
て
募
集

し
、実
行
委
員
会
で
名
称
が

決
定
さ
れ
る
．

質
　
秋
ま
つ
り
の
イ
ベ
ン
ト

内
容
は
。

商
工
観
光
課
長
　
イ
ベ
ン
ト

の
内
容
は
実
行
委
員
会
の

企
画
部
会
で
検
討
を
行
う
。

屋
内
で
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

シ
ョ
ー
、も
ち
ま
き
、市
内
各

団
体
に
よ
る
発
表
会
等
を
、

屋
外
で
は
子
供
向
け
遊
具

の
設
置
、
中
学
校
の
．７
フ
ス

バ
ン
ド
の
演
奏
等
を
予
定
し

て
い
る
。

質
　
秋
ま

つ
り
の
Ｐ
Ｒ
方

法
は
。

商
工
観
光
課
長
　
「市
報
嘉

麻
」
に
掲
載
、秋
ま
つ
り
の
チ

ラ
シ
を
作
成
し
１０
月
１５
＝

の
回
覧
文
古
に
て
各
戸
に

配
布
を
し
て
川
知
徹
底
を

図
る
。

質
　
次
年
度
の
開
催
予
定

地
、実
行
委
員
会
役
員
の
任

期
、祭
り
会
場
へ
の
循
環
バ
ス

の
運
行
は
。

商
工
観
光
課
長
　
次
―‐‐―
開

催
地
は
、実
行
委
員
会
の
中

で
決
定
を
し
て
い
く
が
、
１１１

当
課
と
し
て
は
、
４
地
区
の

輸
番
制
が
妥
当
だ
と
判
断

し
て
い
る
．
役
員
の
任
期
は

継
続
を
し
て
い
く
が
、来
年

４
月
に
商
Ｉ
会
の
合
併
が

あ
る
の
で
、若
■
の
変
更
が

で
る
の
で
は
な
い
か
。
循
環

バ
ス
の
運
行
は
、
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
２
台
を
準
備
し
て
、稲
築

を
除
く
３
庁
合
か
ら
会
場

ま
で
運
行
を
す
る
予
定
で

あ
る
。

松
岡
市
長
　
」婦
麻
市
に
な
っ

て
初
め
て
の
一
本
化
さ
れ
た

秋
ま
つ
り
で
あ
る
の
で
、
行

政
と
し
て
も
実
行
委
員
会

に
協
力
を
し
て
い
き
た
い
。

嶋田議員 (碓丼 )

昨年の秋まつり n稲築
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i:は

荒 木 紘 子 議 員
市有林の維持管理について

答.予算額2,534万 4千円、
荒廃森林再生事業に取り組む

間口予算内容と

具体策について

:it`

11 6

質
　
森
林
環
境
悦
導
入
後

の
予
算
と
内
容
は
，

有
田
農
林
整
備
課
長

本
年
度
は
２
５
３
４
万
４

千
円
を
計
Ｌ
し
、
確
井
地

区
と
稲
築
地
区
約
６７
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
長
期
間
放
置
さ

れ
た
杉

、
ヒ
ノ
キ
の
体
を

――ｌｌ
伐
、
伎
打
ち
等
を
行
い

荒
廃
森
林
再
生
■
業
に
収

り
組
ん
で
い
る

ま
た
、
所

有
者
の
高
齢
化
な
ど
で
放

置
さ
れ
て
い
る
竹
体

に
つ

い
て
は
、
オ
ー
ナ
ー
制
度

荒木議員 (稲築 )

を
利
川
し
、
林
業
活
性
化

に
取
り
組
み
た
い
．

要
望

　

一尚
齢

化

で
放

置

さ
れ

た

森

林

が
増

え

た

だ
け
で
な
く
、
収
入
が
上

が
ら
な
い
の
も
要
因
た
と

思
う
。
研
修
先
の
立
花
町

の
バ
ン
ブ

ー

に
場

、
東
彼

杵

部

の
な
フ
ン
育
成

は

、

一品
齢

者

や
女

性

で
も

竹

理
、
育
成
、
採
取
が
で
き
、

収
入
に
つ
な
が
っ
て
い
る
．

行
政
の
役
割
と
し
て
、
常

に
全

国

の
情

報

を

収

集

し
、
市
民
に
紹
介
す
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
。

質

　

有

害

駆

除

さ
れ

た

猪
や
鹿
な
ど
は
資
源
と
し

て
活
用
し
、
燻
製
な
ど
の

特
産
物
に
す
る
と
い
つ
考

え
は
．

原

田
農

政

課

長
　

加

――

者
も
市
内
に
お
ら
れ
る
の

一、

猟
友
会

の
方

々
と
協

議
し
、
よ
り
よ

い
方
向

に

進
め
た
い
．

質

　

佐

賀

県
武

雄

市

で

は
、
猪
の
防
除
対
策
と
し

て
「レ
モ
ン
グ
ラ
ス
課
」
を

新
設
す
る
な
ど
、
市
の
新

し
い
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
棚

田

Ｉ
π
に
レ
モ
ン
グ

ラ
ス

ス

ー
ブ
）
を
我
培
し
、
２

年
＝
に
し
て
か
な
り
の
収

入
を
Ｌ

げ
て
い
る
。
十嘉
麻

市
の
農
業
の
活
性
化
に
も

な
る
と
思
う
が
、
市
長
は

ど
う
考
え
る
か
。

市

長

　

私
も

猪

内

の
点

製
を
賞
味
し
美
味
し
か
っ

た

が
、
レ
モ
ン
グ

ラ
ス
同

様

、
商
品
化
す
る
に
は
訓

占
研
究
が
必
要
と
考
え
て

い
る
．
現
イー‥
、
テ
ッ
ポ
ウ

ユ
リ
、

イ

チ
ジ
ク
、
フ
ー
メ
ン
小

麦
な
ど
の
枚
培
に
取
り
組

ん
で
い
る
方
も
お
ら
れ
る

が
、
〈′
後
、
嘉
麻
市
ブ
ラ
ン

ド
化

に
向

け
て
、
全
国
の

情

報

を

入

手

し
な

か
ら

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
．

荒廃している森林

質
　
難
視
聴
地
域
解
消
に

向
け
て
、
庁
内
勉
強
会
で

ど
の
よ
う
な
検
討
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

棄
野
総
務
部
長
　
①
デ
ジ

タ
ル
放
送
に
伴
う
難
視
聴

地
域
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
地

域
、
自
Ｌ
共
聴
施
設
、
並
び

に
川
辺
地
域
を
ど
う
解
消

す
る
か
＾
②
解
消
方
法
及

び
補
助
制
度
．
０
地
上
ア

ナ
ロ
グ
放
送
終
了
時
ま
で

の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
．

ま
た
、
総
務
省
か
ら
は
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
■
業
を

実
施
し
て
い
る
自
治
体
に

つ
い
て
は
、
ケ
ー
プ
を

ア
レ

ビ
で
難
視
聴
地
域
の
対
応

を
す
る
よ
う
に
要
請
を
一受

け
て
い
る
．

質
　
本
市
に
お
け
る
難
視

聴
地
域
の
予
測
は
．

牟
田
口
情
報
推
進
課
長

地
形
的
に
難
硯
聴
地
域

を
―１１１
定
し
た
図

――――
は
あ
る

が
、
各
家
庭
で
条
件

が
辻

う
の
で
、
難
視
聴
地
域

の

確
定
は
困
難

で
あ
り
、
現

在

、
地
域

の
確
認
を
進
め

て
い
る
．

質
　
行
政
と
し
て
、
難
視

聴
地
域
解
消
に
向
け
て
の

方
向
性
は
い
つ
小
す
の
か
っ

総
務
部
長
　
陀
月
に
は
報

告
し
た
い
）

質
　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
意
図
は
．

情

報

推

進

課

長

　
行

政

改
■
の
実
施
計
画
で
、
■

本
料
金
の
有
料
化
を
掲
げ

て
い
る
の
ネゝ

ケ
ー
プ
を

ア

レ
ビ
中
業
に
対
す
る
感
想

や
、
基
本
料
金
の
有
料
化

に
関
す
る
意
見
を
参
考
に

す
る
た
め
実
施
し
た
．

質
　
ケ
ー
プ
を

ア
レ
ビ
事

業
は
、
有
線
テ
レ
ビ
ジ
Ｆ
ン

放
送
法
に
基
づ
い
て
事
業

を
行
な
夕
に
お
り
、
第
１
条

に
「受
信
者
の
利
益
を
保

護
す
る
」
と
あ
る
。

放
送
事
業
者
と
し
て
ど

う
解
釈
す
る
か
。

総
務
部
長
　
当
初
中
請
時

に
、
非
営
利
■
米
と
し
て

事
業
収
入
見
債
も
り
に
お

い
て
■
業
の
赤
字
相
晰
分

は
市
が
――――
て
ん
す
る
形
で

認

―‐∫
を
受
け
て
い
る
．

し
た
が

っ
て
、
基
本
料

金

徴
収

に
つ
い
て
は
、
受

ｆ
‐
ｉ
者
の
利
益
を
保
護
す
る

立
場
か
ら
、
慎
重

に
対
応

す
る
よ
う
に
、
総
務
省
よ

り
指
導
を
受
け
て
い
る
．

赤 間 幸 弘 議 員
難視聴地域解消について

間.平成23年7月に地上デジタル放送ヘ

移行する成難視聴地域対策は

答.全市民が地上デジタル放送を視聴
できるようにしなければならない。

く■
'

ぽ 11  ｀  |
1・ム  ヽ  |
赤間議員 (山田)

地上デジタル放送対応テレビ
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永 水 民 生 議 員
水道施設の維持管理について

質
　
新
聞
、
テ
レ
ビ
等

で

は
、
予
測

で
き
な

い
事
件

や
事
故
等
が
毎
日
の
よ
う

に
報
道
さ
れ
、
世
界
で
は

無
差
別
な

テ
ロ
事
件
、
国

内
で
は
日
的
の
な
い
殺
傷

事
件

、
ま
た

、
汚
染

米
を

食

用
米

に
転

用

す

る
な

ど
食

品

安

全

管

理

に
関

し
て
思
い
も
よ
ら
な
い
事

件
が
起
き
て
い
る
。

浄
水
場
は
市
民
の
命
の

源

で
あ

る
飲

料

水

を

供

給
す
る
施
設
で
あ
り
、
そ

間口鴨生浄水場輛築)の施設
安全管理はどうなのか

答。関係機関と協議を重ね、
さらに安全管理に努めたい

の
施
設
の

一
つ
で
あ
る
鴨

生
浄
水
場
は
、
道
路
よ
り

も
低
く
、
ま
た
道
路
に
隣

接
し
て
い
る
た
め
、
施
設
ヘ

の
侵
入
や
、
物
を
投
げ
込

む
こ
と
な
ど
が
容
易
に
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
不

安
を
持

っ
て
い
る
市
民
も

い
る
。
同
施
設
の
安
全
管
理
に

つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

に

対
応
し
て
い
る
の
か
。

山

口

工
務

課

長

　
職

員

が
１
日
２
交
代
制
で
２４
時

間
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
施

設
の
関
係

で

は
、
本
年
度

に
山

田
川
側

に
新
た

に
フ
ェ
ン
ス
を
設

置
し
、
侵
人
困
難
な
状
況

に
な
っ
て
い
る
。

質

　

フ
ェ
ン
ス
の
設
置
も

大
事
な

こ
と
で
あ
る
が
、

施
設
の
周
り
を
屏
等
で
囲

み
外
部
か
ら
見
え
な
い
よ

う
に
し
て
は
ど
う
か
。

工
務

課

長

　

同
施

設

の

敷
地
は
、
国
土
交
通
省
か

ら
の
借
地

で
あ

り
、
塀
等

で
円
む
こ
と
は
非
常
に
国

難

で
あ
る
。
水
道

局
と
し

て
は
、
フ
エ
ン
ス
を

高

く

す

る
こ
と

に
よ

っ
´ゝ

侵

人
防
止
等
を
図
り
た
い
。

ま
た
、
夜
間
の
管

理
に

つ
い
て
は
、
感
知
式

ラ
イ

ト
■
の
新
設
も
検
討
し
て

い
る
。

表

彰

制

度

の
制

定

に

つ

い
て
質

　

先

般

開
催

さ
れ

た

北

京

オ
リ
ン
ピ

ツ
ク

に
、

嘉

麻

市

在

住

の
方

が
出

場

さ
れ
た
が
、
ス
ポ

ー
ツ

功

労

者

と

し

て
表

彰

す

る
考
え
は
あ
る
の
か
。

松

岡
市

長

　
新

生

嘉

麻

市
に
、
感
動
と
勇
気
を
与

え

て
も

ら

っ
た

こ
と

か

ら
、
関
係
条
例
を
‐２
月
議

会

に
提
案
し
、
表
彰

し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

鴨生浄水場 (稲築地区 )

永水議員 (稲築 )

各 の 決 算 額会 計
９
月
定
例
会
最
終
日
に
平
成
１９
年
度
決
算
の
認
定
議
案
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。
閉
会
中
に
決
算
特
別
委
員
会
で
審
査
さ
れ
、
１２
月
定
例
会
で
認
定

す
る
か
ど
う
か
の
結
果
を
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

歳入 歳出

一般会計 237億 7,742万円 232億6,507万円

国民健康保険事業
特別会計

57億5,829万円 58億 1,499万 円

老人保健事業
特別会計

64億6,519万円 65億 998万円

住宅新築資金等貸付
事業特別会計

1億4,416万円 1億3,570万円

介護保険
事 業
特別会計

保険事業

勘 定 48億8,660万円 47億 1,930万 円

サービス
事業勘定

4,764万円 4,764万円

水道事業会計 7億 5,336万円 9億 8,679万円
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